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令和５年度第１回地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会 議事録

１ 開催日時 令和５年６月７日（水） 午後１時から３時

２ 開催場所 静岡県庁別館８階第一会議室Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

３ 出 席 者 委 員 長 矢野 弘典

副委員長 高畑 幸

委 員 飯塚 翔太

委 員 片野 恵介

委 員 加藤 暁子

委 員 佐々木敏春（オンライン出席）

委 員 坪井 則子

委 員 内藤 純一

委 員 藤田 尚徳

委 員 松村 友吉（オンライン出席）

委 員 マリ クリスティーヌ（オンライン出席）

委 員 宮城 聰

委 員 森谷 明子

委 員 山浦 こずえ

知 事 川勝 平太

４ 議 事

(1) 副委員長指名

(2) 報告

・令和５年度の協議事項及び年間スケジュール

(3) 意見交換

・グローカル人材の育成

(4) その他

・「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」の策定
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事 務 局： それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和５年度第１回地域自

立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会を開催いたします。

本日は、お忙しい中、御出席いただきまして誠にありがとうございます。

これまで委員を務められておりました渡邉妙子様が退任をされました。そ

して、今年度新たに２名の方に委員をお願いいたしましたので、御紹介いた

します。後ほど議事の中で、改めて御挨拶をいただくことにしております。

初めに、飯塚翔太委員でございます。

続きまして、坪井則子委員でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。

昨年度に引き続き、委員に御就任いただきました皆様も、引き続きどうぞ

よろしくお願いいたします。

なお、本日は、加藤夢叶委員、里見委員、白井委員、豊田委員、山本委員

が所用により欠席となっております。

それからウェブですけれども、松村委員は14時半までの出席ということで

伺っておりますので、よろしくお願いいたします。

それから、この実践委員会の委員長でございますけれども、知事の御指名

によりまして、矢野委員にお願いしておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。

それでは、開会に当たりまして、知事より御挨拶申し上げます。

川 勝 知 事： 大分暑くなりまして、今日はお忙しい中、御出席賜りまして、誠にありが

とうございます。

そして、また日本の誇る、世界で有名な飯塚選手にも入っていただきまし

た。御出身は御前崎でしたね。メロンのおいしいところです。お肉もおいし

いし、お魚もおいしい。それから坪井さんにも、前の渡邉委員と同じ佐野美

術館の館長ということで、すばらしい方にお入りいただきまして大歓迎でご

ざいます。

皆様御案内のとおりでございますけれども、この実践委員会は、このメン

バーを御覧になったら分かりますように、静岡県を代表する方々ばかりであ

ります。そして、これは私が総合教育会議という教育委員会と首長が出席し

て、その意見を言うという、これは法律で決まりまして、これまでは、いわ

ゆる政治家が教育の場に行くのはよろしくないと、教育基本法の中には中立

性、それから継続性、安定性、なかんずく中立性というのが明確にうたわれ

ておりまして、教育への介入をしてはならんということであったわけですけ

れども、社会総がかり、地域ぐるみで子どもたちを育てようじゃないかとい

う機運が高まりまして、それで首長入りなさいということになったわけです。

通常は、教育委員会に行って適当にお話しするという形になっているのが

恐らく大半だと思います。しかし、静岡県はもともと富士山の下で、教育レ

ベルも文化のレベルも高いということで、今年は東アジア文化都市、日本の

たった１自治体だけがその国の文化の顔、要は文化首都として、文部科学省
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の中核事業の一環として選ばれた、令和５年、2023年なんですけれども、非

常に高いところです。

それで、それをどのように教育の現場に生かすかということで、当時矢野

委員長は、横綱審議委員会の委員長もやがてお務めになるような方で、その

前は東芝ヨーロッパの社長、人事の矢野と言われて、また経済団体連合会の

当時は専務理事もお務めになって、国際的に活躍されておられる方で、です

から社会人として国際的に通用する方ということで矢野先生にこの委員長を

お願いしたと。まだ法律の定まる前から、この実践委員会を検討委員会と称

してやっておりまして、そしてこのメンバーも10年ぐらいやっておりますも

のですから、入れ替わり立ち替わりということもございます。そうした中で、

ここでお話になったことは、私が代表して総合教育会議に行ってそれをお伝

えしています。

教育委員会は、これは子どもたちを育てていくための執行機関です。です

から極めて重要な権限を持っているわけですね。そこに私が行って、皆さん

の意見を言うんですけど、何しろやっぱり編集しますからね、川勝なりに。

それはやっぱり、これはいいときもあるし悪いときもあります。ですから皆

様方の意見は、委員長もしくは副委員長に必ず出てきていただいて、ここで

のまとまった話は、総合教育会議で委員長もしくは副委員長から言っていた

だいて、私がまたそれに併せて総合教育会議で話をするということで、これ

まで幾つもの優れた施策が実施に移されてきております。それは、ベースが

この人づくり・地域づくりの実践委員会ということで、そういうことでござ

いますので、坪井さん、それから飯塚選手も是非忌憚のない意見を堂々と言

っていただいて、もう要するに万機公論に決していくということでやってお

りますので、ちょっと長くなりましたけれども、そういう趣旨でこの会議を

やっております。

この会議で、私は発言はいたしません。一度も欠席したことはありません。

皆勤です。賞をいただかないのが残念なんですけれども、しかしじっくりお

聞きして腹に入れて、そして教育の現場に生かしていくと、こういう務めを

しているところでございますので、何とぞよろしくお願い申し上げます。

事 務 局： ありがとうございました。

それでは、議事に移りたいと思います。

ここからの議事進行は、矢野委員長にお願いいたします。

矢 野 委 員 長： 矢野でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

今回、新しくお二人の方に入っていただきまして、また前から続けて今年

度も御快諾いただきまして、是非この１年間、充実した討議をしたいものだ

と念願しておりますので、どうぞ皆さん、よろしくお願いいたします。

私も、引き続き委員長を仰せつかることになりました。微力でございます

けれども、是非力を尽くしたいと考えております。
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ただいま知事からお話があったように、社会総がかりでいい教育を実現し

ようということで始まった会議でございます。

実践委員会としては９年目ですね、先ほどもお話がありましたが、検討委

員会からいうと10年目になるんですね。そんなに長いことやっていたのかと

自分で思うんですけれども、毎年新しい話題が出てきまして、皆さんの御発

言を通じて、ああそうかと気がつくことも多くて、それを総合教育会議に諮

って実現してきたというここ10年であったと思います。これからも、もっと

さらにフレッシュな気分でやっていきたいです。

振り返ってみますと、随分いろんなことが皆さんの御提言を基に、総合教

育会議で決定して実践されてきました。幾つもの例がございます。

静岡式35人学級編制、これはようやく国の方も気がついて着手し始めてい

ますが、それがもう静岡は前からあったわけですけれども、それにさらに一

歩進めて下限の25人というのを撤廃したんです。これは本当に画期的なこと

でございまして、それだけ先生の数も必要になるわけですね。少人数学級が

増えるわけですから、その先生の数も100人以上増やすという形で、本当に前

向きに取り組んできた一つの成果と言えます。

そのほか地域スポーツクラブ、これがラグビーのメッカの磐田市でできま

して、ずっと磐田のヤマハのラグビーの選手たちが指導者になって、地域の

子どもたちを放課後に教えているんですね。これは本当にすばらしいことで

す。

それから、ふじのくにグローバル人材育成基金、これはお金は民間の会社

に出していただくということにしましたが、その発想自体はここから生まれ

て、是非静岡県の若者が、またあるいは海外交流が高まるようにということ

で始まった制度であります。ずっと前に定着して、コロナによる影響はあり

ましたけれども、着実に進んでいる一つの例です。

それから、しずおか式の寺子屋とか、未来を切り拓くDream授業とか様々な

こと、あるいは指定校における普通科改革などに向けた研究など、この実践

委員会の論議が発端になって実ってきたケースが幾つもございます。

今年度は、子どもたちが自ら課題を立てて、協働して、解決に向けた道筋

を探る探求的学習と、これは教育委員会の方から提案された新しい言葉です

が、これを一層充実しようということを目指しております。全県規模の学び

の場としてオンラインプラットフォームが構築されるほか、探究シンポジウ

ムや高校生が探究活動の成果を発表する探究フェスタなどがいろいろと計画

されています。

総合教育会議と実践委員会との関係は、先ほど知事からお話があったとお

りでありますが、この委員会で知事が一言も発言をしないというのは本当に

事実です。本当に耳を傾けていただいて、その実現に向けていろいろ御配慮

いただいていることを、実践委員会委員長として大変感謝しておる次第であ

ります。

御承知のとおり、静岡では「有徳の人」づくりということを教育の基本理
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念で掲げているわけですが、この方針に沿ってできるところから実践するこ

とが重要であると考えています。

この委員会発足当初からの方針でありますが、１つは何かというと、小さ

く産んで大きく育てようという考えです。それからもう一つの考え方は、小

さくても具体的に実践できる、そういう案を出し合おうということです。世

の中がこうあるべきだという総論は山ほどありまして、ほとんど日の目を見

ずにお蔵入りしたいろいろな考え方があるんですね。それを本当に実現する

ということは、最初は小さいことであっても大変意義のあることだと思いま

す。総論だけでは全く世の中は変わらないと思いますので、これからも是非

小さくても具体的な実践の課題というのを見つけて、それを推進していくよ

うにしてまいりたいです。

ちょっと冒頭の挨拶が長くなりましたが、これで失礼いたします。

それでは、早速議事に移りたいと思います。

ここから私が担当するわけでありますが、議事に入る前に新たに委員に御

就任いただいた飯塚さん、それから坪井さんから簡単に自己紹介兼ねて、一

言御挨拶をお願いします。

飯 塚 委 員： 皆さん、こんにちは。はじめまして。

ミズノ株式会社の陸上部、ミズノトラッククラブに所属しております飯塚

翔太と申します。今回から皆さんの実践委員会の一員として仲間にさせてい

ただき、本当にありがとうございます。

僕自身も、まだいまだに現役選手で陸上を続けておりまして、ちょうど先

週日本選手権という大会が終えて、ちょうど今空いている時間ということで、

皆さんと御一緒できる機会がありまして、本当にありがとうございます。

僕自身も学ぶことが皆さんとお話しする中でたくさんあると思いますけれ

ども、僕なりの意見で皆さんに少しでも貢献できるように頑張っていきたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

そしてまた、スポーツコミッションShizuokaのスポーツアンバサダーの方

も今年度からやらせていただきますので、そちらの方もどうぞよろしくお願

いします。今日はよろしくお願いします。

坪 井 委 員： 佐野美術館館長をしております坪井と申します。よろしくお願いいたしま

す。

館長になりまして、すぐにコロナ禍ということになりまして、コロナが収

まったタイミングでこの委員を拝命いたしました。

博物館界の最近の流れとしては、文化を観光資源の一つとして考えるとい

う流れがありまして、その辺りのことが今まで博物館、美術館というのが教

育施設の一つだというふうに考えられていたのと少し違うといいますか、変

わっていく時期に来ております。

この会議は「人づくり・学校づくり」実践委員会ということですので、学
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校や子どもたちを中心とした教育と博物館の在り方といった視点から、何か

お話や疑問を話させていただければと思っております。よろしくお願いいた

します。

矢 野 委 員 長： ありがとうございます。よろしくお願いします。

皆様のいろいろな分野での御経験と、そこから培われた見識をもって、ど

うしたらこの静岡県の教育をよりよくすることができるか、そういう観点で

いろいろとお話を伺う機会があると思います。よろしくお願いします。

それでは、最初に、設置要綱第５条第３項に基づきまして、副委員長を指

名します。

副委員長につきましては、昨年度に引き続き、才徳兼備の人づくり小委員

会の委員長とともに高畑委員にお願いします。よろしくお願いします。

高畑副委員長： よろしくお願いします。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

次に、令和５年度の協議事項及びスケジュールについて、事務局から説明

をお願いします。

事 務 局： それでは、事務局から御説明いたします。

資料のページ、資料１を御覧ください。

こちらは今年度の協議事項及び年間スケジュールでございます。

昨年度の第４回総合教育会議におきまして、今年度の協議事項は、資料記

載の４つの事項とされたところでございます。それぞれの事項について、総

合教育会議に先立って、本委員会で御意見をいただく予定でおります。

１つ目は、今回の協議事項である「グローカル人材の育成」です。後ほど

御説明いたしますが、「ローカルの多様性を尊重しながらグローバル社会に貢

献する人材の育成方策」や、「外国人県民、外国人児童・生徒への教育の充実

方策」について、御意見を伺いたいと考えております。

２つ目は、「個々の能力や個性を生かす教育の推進」です。児童・生徒が持

つ多彩な才能・能力をより伸ばす教育の推進方策や、特別な支援が必要な児

童・生徒に対する教育の在り方について、御意見を伺いたいと考えておりま

す。

３つ目は、「教育デジタルトランスフォーメーションの推進」です。コロナ

禍で進んだ教育ＤＸにつきまして、デジタル技術を活用した教育の在り方や、

学校におけるデジタル技術活用の拡大方策について御意見を伺いたいと考え

ております。

４つ目は、「子どもの健やかな成長を支える教育の推進」です。こちらは、

昨年度に引き続き小委員会で検討を重ねることとしており、今年度に取りま

とめる予定の小委員会最終報告を基に、御意見を伺いたいと考えております。
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２の開催スケジュールですが、総合教育会議に先立ちまして年４回この委

員会を開催し、それぞれの協議事項について御意見を伺いたいと考えており

ます。

これらの会議のほかに、学校現場などの視察も実施したいと考えております。

２ページの資料２を御覧ください。

本委員会の下部組織である小委員会の本年度の進め方について御説明いた

します。

本年度は、昨年度から引き続き「子どもたちのウェルビーイングの実現に

向けて」という理念の下、「困難を抱える子どもたちを支える環境づくりのた

めの方策」「人口減少社会を見据えた高等学校教育の在り方」という２つのテ

ーマについて検討することとしております。

委員は３にございますとおり、本日御出席の高畑委員長はじめ、昨年度と

同じ５名の方にお願いしております。

今年度の開催計画は、４に記載のとおり、最終報告の取りまとめに向けて

５回の会議と事例調査を予定しております。各テーマにつきまして２回ずつ

会議を開催し、来年１月の第５回目の会議において最終報告を取りまとめ、

２月開催予定の４回目のこの委員会で報告する予定となっております。

事例調査では、今月山形県立小国高校とのオンラインによる意見交換会、

川根高校の現地視察、９月には神奈川県立田奈高校の現地視察を行うととも

に、９月頃、教育委員会の現場視察に同行する方向で調整しております。

事務局からの説明は以上でございます。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

本年度は小委員会を含めまして、ただいま事務局から説明のあったように

進めたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、協議事項に関する意見交換に移ります。

本日のテーマは、「グローカル人材の育成」です。

初めに、事務局から資料の説明をお願いします。

事 務 局： それでは、３ページの資料３を御覧ください。

本日の協議事項は、「グローカル人材の育成」です。

グローバル化の進展や科学技術の発展は、時間と場所を超えた交流を可能

とするなど、社会の在り方にも変化をもたらしており、その変化は加速して

いくと予想されます。

このような中、世界の中の静岡県という視点を持ち、国際社会や地域社会

に貢献できる人材の育成が求められております。さらに本年は、本県が東ア

ジア文化都市の開催都市に選定されたことから、こうした機会を捉え、国際

交流を促進していく必要があると考えます。

また、グローバル化の進展等に伴い、県内において外国にルーツを持つ県

民や児童・生徒は増加傾向にあります。こうした人々が地域で安心して快適
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に暮らせる多文化共生社会の実現や、子どもたちへのキャリア教育、就労支

援のさらなる充実が求められています。

資料４ページを御覧ください。

こうした現状を踏まえ、本日は２つの論点について、それぞれ御意見を伺

いたいと考えております。

まず論点１ですが、「ローカルの多様性を尊重しながらグローバル社会に貢

献する人材の育成方策」としております。

国際交流の推進や外国語によるコミュニケーション能力の向上とともに、

日本の伝統文化を理解した上で国際的な視点を持って、国内外に貢献できる

人材の育成が求められています。このため、海外留学や留学生の受入れの充

実、外国の歴史や文化などを理解し、他者を思いやる態度の育成、武道や茶

道などの日本の伝統文化や生まれ育った地域のよさを認識できる機会の確保

といった視点で御意見を伺いたいと考えております。

２つ目の論点は、「外国にルーツを持つ県民や児童・生徒の個々の実態に応

じた教育の充実方策」としております。

外国にルーツを持つ児童・生徒が必要な日本語能力や学力を身につけられ

る教育機会を確保し、社会で自立していける環境を整備することはますます

重要となっています。このような子どもたちの就学促進や進路選択への支援

の充実、また外国にルーツを持つ県民が地域で安心して暮らし、生き生きと

働くための環境整備などを視点に御意見をいただければと思います。

続きまして、５ページの資料４を御覧ください。

こちらは、今回のテーマに関連する県の主な取組をまとめた資料でござい

ます。個々の取組の説明は割愛いたしますが、別冊としてお配りいたしまし

た参考資料の関連ページも記載しておりますので、適宜御参照していただけ

ればと思います。

説明は以上でございます。

矢 野 委 員 長： どうもありがとうございました。

資料にありますとおり論点が２つありまして、１つずつ皆さんの御意見を

伺います。

最初の論点の１、「ローカルの多様性を尊重しながらグローバル社会に貢献

する人材の育成方策」ということでありますが、これについて、そのグロー

カルという言葉は皆さんよくお耳にされると思うんですが、これは和製英語

なんですね。

誰が言い出したのかについて、私は思い当たることがあるんで、皆さんの

御参考にお話ししますと、もう30年以上も前になるんでしょうか。ソニーの

盛田さんという会長がおられましてね、この人が「Think Globally, Act

Locally」、グローバルに物を考えて地域性を尊重しながら実行する、こうい

う言葉を言ったんですね。御承知のとおりビジネスマンですから、グローバ

リズムというものがどうなっているかということに対する見通しはしっかり
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持っているわけです。しかし、それだけでは動かないということを骨身にし

みて分かっているんです。それを実行するには、地域の特色を生かす。文化

とか習慣とか、歴史とか伝統とか。そういう考え方なんですね。

ですから、グローバリズムがすごく進むとどうしても画一性といいますか、

同じ方が便利ということで、そっちの方がどんどん進むわけですが、それだ

けですと地域の特色がなくなってしまうのです。

地域の特色は、今言ったように文化とか、習慣とか、歴史とか、そういう

ものに表れていくわけなんで、そういう細部を大事にしていこうじゃないか

と。これは、私も当時ビジネスの世界に身を置いていた一人として、実にし

っくりと耳に届いてきたいい言葉だと思っております。

その後、これがいろんなところで用いられるようになって、盛田さんはグ

ローカルなんて言葉は言っていないんですけれども、グローカルという言葉

が盛んに用いられるようになり、皆さんいろいろな物を考える一つの座標軸

のようになってきたんですね。今回、この実践委員会の場でもこうした言葉

が出てきたことは、とても興味深いものがあります。

グローバリズムが進んで、あまりに画一性の追求が進みすぎた反省が、よ

うやくここ何年かで起こってきました。そういうときですから、特に教育問

題は世界的に共通の価値観もありますが、それぞれの地域の本当の特色、よ

さ、強み、そういうものを生かしたものでなければいけません。そういうこ

とも一つ御参考にしていただきたいと思います。。

どなたでも結構ですが、挙手していただいて御発言いただけますでしょう

か。

いかがですか。

それでは内藤委員どうぞ。

内 藤 委 員： こんにちは。浜松学芸高校、内藤です。

今日こんなシャツを着ていますけど、実は昨年も青いシャツを着て参加さ

せていただいて、今日はまた、この会議に行くという話になったら、生徒が

新しいカラーを作ったので是非知事にお見せしてきてくださいということで

着てまいりましたが、地元の注染浴衣の生地を使ったシャツを生徒たちが地

元の企業と共同して制作しています。

先ほどの委員長のお話で、Think Globallyなんですけど、その土台となる

Act Locallyというところが欠かせないものだと思いますし、例えば、このシ

ャツ１枚がとても大事なツールになると思うんですよね。地元で生徒たちが

関わって生まれたもの、それをイベントに行って紹介する。あるいは本校に

も、1,100人規模の学校ですけど、国籍的にいうと外国籍８か国から21名の生

徒が在籍しているんですが、そういう子たちも一緒になって取り組むことに

よって、こういう地域のものが外側に広がっていく。そういう発信をするこ

とがグローカルの中に役立っていくということになっていくんじゃないか

な、そういう小さな取組がいろんなところで行われて、もしそれが横つなが
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りで展開できていくようなことになれば、グローカリズムという意味合いと

いうのは、大分具体的に認識されていくようになるんじゃないかなと思い、

取りあえず口火を切らせていただきました。

矢 野 委 員 長： どうもありがとうございました。

飯塚さん、どうぞ。

飯 塚 委 員： 似ている話で、同じような話になっしまいますが、半年前にバングラデシ

ュで学校訪問と、イベントに行ってきたときに、現地に住んでいる、家がな

いストリートチルドレンという子どもたちが自分で機織りして作った布や、

テーブルの上に敷くような布を縫って、それを空港等の土産ショップに置い

てあります。それを海外の人たちが旅行の時に見て、そういったドラマを聞

いて買っていきます。そういったところで海外の人たちとのコミュニケーシ

ョンだったりとか、あとは旅行客からしたらそういった人を、何とか買って

支援してあげたいと考えたり、一つのアイテムを介してつながりができると

いうことを聞きました。物を介して人とつながることができる例として話さ

せていただきました。

矢 野 委 員 長： 加藤さん、どうぞ。

加藤（暁）委員： こんにちは。私は全国から高校生を選抜して、福岡で２週間のサマースク

ールをやっております。日本の次世代リーダー養成塾ということで、静岡県

の子たちも毎年10人程お預かりしているんですけれども、それとは別に、こ

こに書いていない肩書で、世界で一番古い高校生の交換留学の団体、これは

ニューヨークに本部があるんですが、ＡＦＳの日本協会の今理事長をしてい

ます。この５年間、今年の３月までなんですが、国費の留学生ということで

10か月間、このコロナの間も全く絶えることなく１年間200人、５年間、20か

国から1,000人のアジアの留学生を全国で、静岡県でも受け入れていただきま

した。

それで、そのアンケート調査結果についてですが、この留学生が来たこと

でとても充実したと言っているのは、留学生もさることながら日本の高校生

でした。留学生たちは先ほどのお話にあったようなバングラデシュとか、ス

リランカとか発展途上国から来ていて、例えばパキスタンは２人の枠に2,000

人ぐらいの応募がありました。選ばれた２人は相当優秀なんです。その子た

ちは母国語のみならず英語も堪能、それから日本語も漢字とかも書け、日本

に来てからさらに日本語が上達して帰っていきます。

そういう中で、日本人の高校生たちが俺たちはこれでいいのかという感じ

で、自分たちは日本語しかしゃべれないというところから発奮して、例えば

農業高校とか水産高校の子たちが、これからの農業を世界に広めていくため

には、英語ぐらいできないと世界に打って出られないなという思いになって
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います。

これは静岡ではないのですが、佐賀の農業高校の校長先生からは、一人の

留学生が来ただけで化学変化が起きて、すごく学力が上がって、すごい学校

全体のレベルが上がったと聞いています。それで地域に貢献できるような高

校生がこの５年間ですごく増え、本当に変わったとみんな言ってくださるそ

うです。

ですから、できれば静岡県では例えば県立高校１校に１人ずつ留学生が入

ると全然変わると思います。留学生がいることで、そこからまた世界に出て

いこうという生徒も生まれると思います。

それから、今現在世界中で戦争が起こっており、ウクライナというのはす

ごい分かりやすいから、ニュースで毎日目にすると思います。しかし、例え

ばミャンマーは内戦になっており、もしＳＮＳに出したことが明るみに出た

ら殺されてしまうということで、外から全然見えなくなっています。スーダ

ンやアフリカも、中近東も今や紛争だらけ。もう今のこの瞬間も、もう何百、

何千という人が殺されているわけです。こういう世の中をよくするには、ど

こかに留学生とかが住んで交流を深めることで、やはりその国と戦争したい

とは思わなくなります。一方で、日本は高齢化も進み、だんだん元気がなく

なってきているとよく言われますけれども、一番安全な国なんですね。

この前も３月に、マレーシアのマハティール元首相を川勝知事に受け入れ

ていただきましたけれども、海外の皆さんは日本に来たいんです。ですから、

観光を立地する、その観光とそれから農業です。食べたり触れたり、五感に

触れるということがものすごく大事で、日本は平和な観光立国、その中の一

番中心が静岡県ではないかといつも思っています。そういう意味でのこの若

い人、これがまさしくローカルからローカルという形で、これから是非、今

年はそういう留学生を本当に１校に１人受け入れることも検討いただけると

随分変わるかなと思います。

それで、やっぱり静岡県のメリットは留学生のみならず、ここで生まれ育

っている外国人の人もどんどん増えているということなんです。これも日本

の多様性のモデルだと私は思っています。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

とても大事な点の御指摘だと思います。時間がかかっても、そういうこと

を実現したいと思いますね。

加藤さんにちょっとお伺いしたいんですけど、毎年夏合宿を２週間おやり

になって、選ばれた子どもたちでしょうけれども、集まってくる若者を見て、

とかく日本の若者が内向き思考になっているということを聞きますけど、ど

うでしょう。大丈夫ですよと言ってもらいたいんですけど、いかがでしょう

か。

加藤（暁）委員： 内向きだと言っているのは大人だと思います。大人の物の見方だと思いま
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す。やはり委縮していると感じるのは大人がそう仕向けているからだと思い

ます。

特に家庭の中において、これをやったら危ないとか、これをやってはいけ

ないと言うことがあると思います。私は、サマースクールの時等に「これを

やっていいですか」とよく聞かれるのですが、その時には「あなたはやりた

いの」と聞き返します。やっていいですかと私に下駄を預けるのではなくて、

やりたいんだったら私を説得しなさいといつも言ってます。

サマースクールでは20周年なものですから今年は原点に帰って、ハイスク

ール国会というのをやって、子どもたちが自分の地域の代表になったつもり

で、20年後の日本がどうあるべきかというのを政策を立てさせることにして

いるんですけれども、そういうのを毎年やっていて、日本の高校生たちはす

ごい元気ですよ。だから、私は心配することないと思うし、逆にそのやらせ

てあげる環境を大人がつくってあげるということがとても大事だと思いま

す。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

それで宮城さんも世界的に活躍していらっしゃるんで、どういうふうに御

覧になっていらっしゃるか、このグローカルの問題についてお話しください。

宮 城 委 員： 今の加藤さんの話に続けて言えば、確かにその大人の側が自信をなくして

いることを子どもに映し込んでしまっているようなことはあると思うんです

ね。

僕らも今、演劇アカデミーで高校生たちを受け入れていると、高校生は基

本的に何の心配もないぐらい元気だと思います。しかし実際はもうちょっと

後の年齢になると、例えば僕らの世界で言えば、欧米に留学するアーティス

トはものすごく減っています。どうして減ってしまうんだろう。それはやっ

ぱり大人がつくった仕組みの中で、留学してもむしろ損だみたいなことがあ

るわけですね。

それは、昔というと変ですけど、例えば40年ぐらい前だったら、留学する

ときに損か得かということは考えなかったと思います。新しいことを、新し

い人と出会いたい、知らないことと向き合いたいという、その意欲の方が損

か得かなんて発想よりもはるかに大きかったと思うんですが、この損か得か

という発想が出てくること自体が、やっぱり大人の考えたことが反映されて

いるんじゃないかという気がしてしまうんですね。その意味では、事実とし

ては、やっぱり世界を股にかけてとか、世界を土俵にとか考える人が確かに

減っているのは事実だと思います。

一方で、この年になってというと変ですが、日本のよさみたいなことを最

近盛んに世上言われるんですけれども、日本がいかにすばらしいかみたいな

ことです。でも、そういうのは非常に薄っぺらく感じてしまいます。僕は、

日本にしかないものを見つけて、そこにしがみつこうなんて考えていたら決
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して発展しないと思っていて、そういう考え方では駄目だと思っています。

むしろ日本にあるものが世界のここにもある、ここにもある、あるいは未開

と言われているところにもそっくりなものがあるとか、そういうものを見つ

けていく方がよほど日本は伸びていくと僕は考えています。ただ、逆にそう

いうことを発見していくためには日本のことを知らないといけないんです。

どうもその日本はすばらしいと言っている風潮の中で、実際は日本のこと

をあまりよく見ていない、とても表面的なことしか見ていないんじゃないか

と考えています。日本のことをよく見れば、そこにそっくりなことがほかの

国でも起こっていたりして、人間というものの普遍性というものを発見でき

て、そのときいかに文化が違っていても人間同士は対話ができるんだ、分か

り合えるんだという希望が生まれてくるんじゃないかと思います。平和の構

築を考えると、やはりそこが大事なんじゃないでしょうか。いかにバックグ

ラウンドが違っても、人と人って理解できる瞬間があるんだという、この希

望が実感として持てているかどうか、そこが平和の構築には大切なんじゃな

いかなと考えています。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

オンラインで参加されている松村さんに願いますが、最近インドネシアに

おいでになって高度人材の採用を決められたようですが、ビジネスの中で、

外国人材というのをどういうふうにお考えになっておられるのか、ちょっと

御感想を聞かせていただけますか。

松 村 委 員： 松村です。よろしくお願いします。

高度人材採用活動は、矢野委員長が団長で行かれるんで私も一緒に行って、

うちの会社の社員として採用をいたしました。インドネシアの本当に優秀な

学生でありまして、なかなか普通の中小企業では採用できないぐらいのレベ

ルの子が入社します。

なぜそういう人を採用したかといいますと、やはりいかに中小企業であっ

ても国際化、あるいは多様性、そういったものを意図してつくっていく必要

があるというように思います。そういう意味で、これから彼を中心に、彼の

周辺のインドネシアの学生をこれから少しずつと採用しながらやっていきた

いと思っています。

企業でもそういう形で、国際化というのは本当に大事だと思ってますけど、

この論点１へ戻りますけれども、全てここに書いてある検討の視点はすばら

しい視点で大賛成です。

もう一つ、資料の方に教育委員会でいろんな仕掛けをされていますよね。

それもすばらしいと思うんですけど、１つだけ申し上げたいことがありまし

て、私立の高校ですと何か本当に危機意識を持って、自ら考えて、自らそう

いった外国の方を採用したり、いろんな専門家を採用して動こうとされるん

ですが、県内の公立高校になりますと、どうも受け身に見えます。
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企業の組織でいいますと、この県立高校の世界は県の教育委員会が本社機

能で、各高校は支部、要は支店といいますかね。ですから、本社で決めたこ

とを受け入れる、あるいは受け身で受け止めるという形になっていないかな

あと。もう少しだけ各高校に経営権というのか、自立性を持たせて自ら考え

ていくことは必要でしょう。だから、我々も先生方だけでなくて子どもたち

も含めて留学生を受け入れるとか、あるいは海外へ出るとか、そういったこ

とをやりましょうという、そういう議論をしていったらどうかなと思うんで

すね。

学校の先生方は変化をするに従っていろんなことが上から降ってきて、苦

労されているように思うんですが、是非自分から変えていくという意識を持

って、こういう流れを受け入れていただけたらいいかなあと私は思うんです。

ですから、教育委員会の方々の指導は絶対間違っていないで必要かもしれ

ませんけど、各学校側の受入れ体制のところにちょっと不安を私は感じてい

ます。すみません、何か余分な方に話が行きました。よろしくお願いします。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

いろんな場で問題提起してまいりたいと思います。

高畑先生、大学で学生と接しておられてどうお感じでしょうか。

高畑副委員長： ありがとうございます。

静岡県立大学国際関係学部の高畑です。

今回の論点１の話題の方は、大変身につまされるところがあります。コロ

ナ禍で、留学を希望しながらそれができないまま卒業を迎えようとしている

学生がいましたが、ようやくこの４月から留学できる学生が増え、また海外

からも研究者や学生も来ていただいていて、ようやくほっとしているという

ところです。

私からは、３点あります。１点目が、昨年度、待望の国際学生寮、富学寮

を造っていただき、おかげさまで交換留学の学生さんや研究者が心置きなく

滞在できるようになりました。海外からの留学生の受入れには住居の確保が

大きな問題ですので、国際学生寮をこれからも少しずつ増やしていただけれ

ばと思っております。

それから、２点目ですが、近年の円安で海外留学が大変コスト高になって

いるということです。学生の中には協定校への交換留学ではなく、私費留学

をする学生もいます。協定校への留学は人数が限られますので、私費留学で

海外に行こうとするのですが、行きたいけれど経済的に難しいという相談が、

今年から増えたように感じます。意欲はあるけれど経済的な問題で留学を諦

めてしまう学生に、何か支援があればと思っております。

それから、３点目は本当にちょっとしたことなんですが、海外に出ると「あ

なたのふるさとは、どんなところ？」と必ず聞かれると思うんですね。この

点を説明する、あえてアナログなツールがあればと思います。
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例えば先ほど内藤委員と飯塚委員から「物を介した交流」が生まれるとい

うお話がありましたが、例えば静岡県を説明するようなカードゲームでもい

いですし、パズルでもいいですし、それを高校生にアイデアを出してもらっ

て作ってはいかがでしょうか。それをこれから留学に行く学生たちに持たせ

ると、滞在先で出会う人たちとのコミュニケーションのきっかけになるんじ

ゃないかなと思います。こうした本当に小さいことからでも始めていけると

考えております。

私からは以上です。

矢 野 委 員 長： ありがとうございます。

森谷さん、日本文化あるいは歴史、そういったものについていつもいい御

意見をいただいておりますが、この問題はいかがでしょうか。

森 谷 委 員： 絵描きの森谷です。よろしくお願いいたします。

今日は何を話したらいいのかなと、すごい分からなくなってしまっていま

すが、最初にいつもどおり呼吸法、黙想のことをお伝えします。色々なとこ

ろでこれを宣伝して歩いているんですけれども、藤枝市の高洲南小学校で、

この黙想というのを１日に何回か取り組んでいるということを聞きましたの

で、見学に行きたいと思っています。

教育委員会も忙しいと思いますが、是非これを広げていくための具体的な

プロジェクトといいますか、何かやってもらえたらなと思っています。その

まま放置しているとこのまま消えていってしまいそうな気がしています。ま

た、この呼吸法、黙想というのは日本文化のベースになっているところなも

のですから、武道といい茶道といい、あらゆる日本文化のベースとしてもこ

れを広げていけたらなと思っています。

今回資料を見せていただいて、武道と茶道に比較的特化して、いろんな取

組をしてくださっているのを本当にすばらしいなと思って、ありがたいなと

思っています。

実際、海外からの日本文化を求める声というのは本当に年々広がっている

のを聞いておりまして、日本語を学びたいという生徒も日本学校ですごい増

えているということや、それから日本に来る観光客も増えています。特に京

都もすごい観光客が増えています。

彼らは何を求めるかというと、先ほど平和という言葉が出たんですけど、

やっぱり日本の平和の文化にすごく興味があるようです。発展途上国の方は、

とにかく日本を目標に頑張っています。先進国の方たちも自分たちの西洋文

化とは何か違うものが何かあるのではないかということを気付き始めて、例

えば禅とかクールとかという言い方があるんですけど、その禅やクールの奥

には何があるんだろうと来ています。私の知っている生徒でも、海外から来

たんだけれども、何かそれが日常の生活の中とか、学校の中で学べなくて残

念だったと感じて帰る留学生もいたりして、もう少し日本全体的には、やっ
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ぱり日本文化になかなか興味を持っている高校生というのは本当に少ないも

のですから、生徒にもっと日本文化を学んでもらうというか、知ってもらえ

るチャンスを増やしていけたらと思っています。

先ほど宮城委員から同じところを探してという、それもすごいすばらしい

ことだと思うし、同じところを見つけてつながっていくというのもすごいす

ばらしいことだと思いますが、日本にしかないというところも見つけて発信

していくというのも大事だとは思っています。先ほどの平和の文化というの

は、私は静岡から平和の和の文化、和の文化というのは、やっぱり和という

のは名前だけ和なんじゃなくて、本当に融合する力、物事を整えていく、平

和的に解決する力がやっぱり日本の和の文化にあるので、それをしっかり深

掘りして、言語化して、英訳までして、子どもたちに伝えたり、日本にいる

海外ルーツにする子どもたちに伝えたり、あるいは海外に伝えたりというこ

とを積極的に静岡県からできたらいいなと思うんですね。

海外の人はやっぱり京都を目指してきますし、京都に勝るところはないと

思います。それから、ポップカルチャーなんかの意味では東京を目指してき

ます。静岡は何ができるのかなということなんですけれども、私が思うに、

やっぱりこの平和的な和の文化というのは発信できると思っています。

何でかというと、私、ユネスコの副会長もやっていますが、２年前にユネ

スコ遺産で、世界遺産で縄文文化が今注目されて、もう全世界から縄文文化

が本当に評価されているんですね。海外の人も縄文を目指して来るわけなん

ですけれども、この縄文文化のすごく面白いところというのが、いわゆる人

類文明、四大文明と言われていますけど、その四大文明とルーツが違ってい

たということです。一般的には、四大文明は戦争と環境破壊をしながら人類

は発展してきたんですけれども、縄文文化に関しては、戦争と環境破壊の痕

跡がゼロなんですね。それがやっぱり日本文化のルーツになってくるわけな

ものですから、そうしたあらゆる武道とか茶道とか、日本文化はこの縄文の

平和的世界観を引いています。

何で静岡かということなんですけれども、実は静岡の富士山世界遺産とい

うのが、縄文のその共存できる平和的な世界観をそのまま数千年同じ形で体

現しているというすごく面白い文化です。縄文中期のストーンサークルと同

じことを静岡は浅間神社でやっているという、この奇跡的な生きた縄文文化

というのは静岡から発信できたらなということで、和文化というのも、その

平和に特化した和文化というのをもう少し言語化して、本当に言語化しにく

い文化なんですけど、あえて言語化して、英訳までして伝えていけたらなと

いう、何かそんな本とかを県から出してもらえたらいいなと思っています。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

この論点１の視点の中に武道という言葉があるんですけど、まだ武道の問

題をこの場でしっかり論議したことはないんですが、いずれ取り上げてみた

いと思うんですね。
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広くはスポーツ、文武芸の三道鼎立というのが当県の方針の一つでありま

す。武というのは広くはスポーツということで武道に限るわけではありませ

んが、この武道について少し深めてみようかと考え、今検討が始まっていま

す。少し形ができたら皆さんにも報告して、御意見を伺うつもりでおります。

どうぞ、藤田さん、お願いいたします。

藤 田 委 員： ありがとうございます。

グローバル・ローカル、グローカルということなんですけれども、いろい

ろ考えている中で、やはり私も非常に海外が好きであっちこっち行ったりと

か、自分の娘たちにもどんどん行かせるようにしているんですけれども、い

つも思うところで、やっぱり自分のまちをどういうふうにプレゼンできるの

かな、彼女たちができるのかなと思ったときに、多分自分のまちのことをそ

んなに知らないでしょう。今、郷土学とか地域学というものをどんどん取り

入れていると思いますが、この論点１の中で、日本の伝統文化を理解した上

でという中に、静岡の伝統文化を理解した上でということも入れて、私一つ

思ったのが、地域のプレゼンを学生にどんどんさせて、その中でプレゼン上

位者にはどんどん海外に行ってもらうとか、いかに静岡の文化というものを

高校生や中学生が自分の言葉で、もしよければそれが英語でもいいんですけ

れども、そういう場をたくさん県としては提供するのがいいのかなと思って

います。

そういう中で、私も前から、もう５年になりますけれども、三保の松原の

松葉かきをずっとやっているんですけれども、今、清水南高校と雙葉学園さ

んが定期的に来てくれるようになって、南高の中学生、高校生たちが、一般

参加者に集まったときに、三保の松原の松葉かきの重要性とか歴史を自分た

ちで調べて、それを参加者に話してくれたりとかしてくれるようになってき

ました。これは自分のつくった一般社団でやっているんですけれども、こう

いったことがどんどん広がってきて、民間と組んでそういった形がどんどん

できてくればいいのかと思っています。では、何で私がそういうことに目を

向けてやっているのかなあと思ったときに、先ほど加藤さんのお話にもあっ

たように、やっぱり親から海外を見ろと言われていたんですよね。今はどっ

ちかというと、先ほどの宮城委員のおっしゃったように、なかなか海外が遠

くなっているか、脅威というか、どっちかというと安全性を取ってしまう教

育の仕方になっています。家庭での教育がそうなってきてしまっているので、

もっともっと御両親が海外に行ったらどうなんだというところも含めて、親

学というわけじゃないんですけれども、そういうムーブメントをつくってい

くことが必要なのかなあと思っています。

なので、確かに企業経営をしている中で人材不足とかって、今までは静岡、

もしくはちょっと離れて東海地区の人たちを採用と思っていましたけれど

も、明日からまた当社にもベトナム人が６人入国して、あさってから早速働

いてもらうんですけれども、全く当社では壁を感じずに、どんどん海外文化

や海外の人というのをやっています。その原点になっているのは、やっぱり
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一番効くのは自分の親、確かに周りの先生とかもあるかもしれないですけど、

親の言うことというのは、本当に親の感覚というのはとっても子どもたちの

教育にとって大事な部分だと思いますので、その辺も併せてやったらいいの

かなと思っています。

ちなみに、私の娘が高校２年生と３年生で、来年、今年受験なんですけれ

ども、娘たちに、じゃあもし志望校に受かったら、海外じゃあどこか連れて

いってあげるから一緒に行こうねと言ったら、いや、要らないと。片道切符

で十分ですと言われて、それはそれでうれしいのか寂しいのか、今のところ

海外にしっかり目を向けてくれていると思いました。しっかりと海外も見な

がら、それで地元のことをしっかりと語って、地元に貢献していってもらう

ような環境をつくっていくことが大事なのかなと思っております。

以上です。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

片野さん、その後、佐々木さん、お願いします。

片 野 委 員 函南町で酪農をやっております片野です。よろしくお願いします。

先に、この論題とはちょっとそれてしまうんですけれども、伊東高校がこ

の令和５年度から新しく３校が再編されまして、無事に開校されたというこ

とで、まずは本当におめでとうございますというところなんですけれども、

蓋を開けてみますと、普通科が少し定員が割れてしまっている状態だという

ことで、少しまた懸念材料は残されたままなのかなというところで、僕自身、

どうしてこの普通科がここまで倍率を下げてしまうのかというのは、実のと

ころ偏差値で物事をはかる普通科と今までのそのやり方が、子どもたちにと

ってはもうあまり魅力がなくなってきているのかな。もし魅力があるとする

ならば、より偏差値の高いところにその子どもたちは行くと思うんですよ。

実際、伊東の子どもたちの中の知り合いに聞いてみたところ、その子は朝

５時40分の電車に乗って田方の方に行くと。優秀な子どもたちは優秀な高校

の方に、そこに新しい普通科ができたとしても既存の偏差値が高いところに

向かって朝早起きしてでもそこに行くというところで、なかなか思うとおり

に優秀な子どもたちが地域で分散して学び舎で学んでいただけないという状

況が今続いているのかなというところで、少し懸念を感じております。

では、このままでいいのかといえば、本当にまた20年、30年たったときに、

その市町から普通科の高校が消えてしまえば当然若者は流出してしまう。そ

うすれば、その地域は廃れていく一方になってしまう。それを歯止めをかけ

るためには、内々の学校づくりではこのままではいけないのかなと思います。

今までは、それこそ地域の子どもたちが通いやすい学び舎を提供し続けると

いうことが県の宿命というか役目でありましたけれども、それにプラス、そ

れこそ海外の子どもたちも歓迎できるような、また海外の子どもたちに受け

入れられるような学校づくりというのを加えていかなければならないのか
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な。伊豆半島は袋小路です。流出はしやすく中には入ってこられないような、

そういう地域でございます。そういうところで海外の人たちに、伊豆の中の

中まで入っていただけるような、そういう環境を今後つくっていくことが大

事なのかなと思います。

海外留学生に補助金は当然使うべきなんです。それは子どもたちが伊豆半

島の魅力を発信する発信者にもなっていただけると思うんですよね。そうや

って、ああ、伊豆ってすごいんだということを、例えば中国の方々、モンゴ

ルの方々、東南アジアの方々に知っていただけるようにしていくことによっ

て、伊豆半島が発展を遂げるというような仕組みになるのかなと思います。

それこそ伊豆半島、坪内逍遙や川端康成先生などが本当に伊豆を愛してくだ

さった。やっぱり感性を磨ける土地柄なのかな。

本当に芸術、また文学ということをしっかり勉強し、またそれを創作して

いくのに伊豆ほどすばらしい地域はないのかなと僕自身ずっと思っていまし

て、それこそ伊東高校は城ヶ崎のところ、きれいな海岸線、そういうのもあ

りますし、小室山もあります。一碧湖もあります。そこで海外の子どもたち

と交わって芸術活動、創作活動にいそしむ、そういう姿を想像していました

が、どうしてもやはり内側というか県内の、市内の子どもたちを優先して、

その子たちの学び舎をなくすということはといったところで今の場所に落ち

着いたとは思ってはいるんですけれども、どうにもこのまま行ってもそこま

で伊東高校、また今後、令和７年には沼津西高校と城北が合併していきます

けれども、果たして子どもたちに受け入れられるような、そういうグローカ

ル、そういうふうなところに落ち着いていけるのか、また発展していけるの

かということに少し今懸念を感じていまして発言させていただきました。よ

ろしくお願いします。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

今の片野さんのお話、高校の再編成の問題とも関連しますね。いろいろな

角度から議論を深めていったらいいんじゃないかと思います。

佐々木さん、聞こえますか。

佐々木 委 員： ありがとうございます。先ほど矢野委員長のお話があった武道についても、

これから深めていきたいとおっしゃっていただいて、このテーマにも本当に

深く関与していると思いますし、私、武道をかじった経験もありますが、今

本当に武道がスポーツ化して、その精神性が失われていくと、そういった色

彩は日本においてより濃いんじゃないかという危機感もあります。やはり欧

米の方が精神性に重きを置いた訓練、鍛錬を引き続き続けているんじゃない

かというような思いを深くしているところであります。

どのスポーツにおいても、まず体力、そこから技を磨いて心に達するとい

うことでしょうけれども、そこをあえて逆に心技体といって広めていった日

本の武道の奥深さについてもう一度学び直さなければいけないなと思ってい
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るところです。

今回のこの論点１につきまして、標題を読んだときに、自分に翻ってみた

ときに非常に足元が寒くて、自分たちこそできていないという強い反省に立

つわけですけれども、だからこそ、こういった今高校生の皆さんにあえて託

していく、我々と同じような失敗を繰り返さないでほしいというようなこと

かなあと思って、これを考えてみました。

やっぱり我々足らないところというのは、やっぱりどうしても高校生時代

って自分のことを振り返ってみますと、ローカルだとかグローバルだとかと

いうことも考えたことがなかったわけで、自分が一体何者なのかもあまり分

からず悶々としていたような時代だったかと思います。

そんな中で、今求められている、これまでも皆さんと一緒に議論してきた

ことといえば、やっぱり日本の社会においてきちんと自らの意思だとか考え

を持って、理路整然と考え伝え切るというような、そういう力が我々企業に

おいてもほぼないですし、それがどんどん劣化していっているような気がし

ます。そういった技術自体が、そういったこと自体も弱くなっている中で、

その背景にあるのはやっぱり日本の同一性だとか、あうんの呼吸みたいなこ

と、やっぱりはっきり言わないことがいいことなんだというような日本の文

化に決別しないとこういったことはきちんとした取組ができないだろうなあ

と思って、我々も企業に身を置いております。

また、こういったグローバルで活躍し世界で成功している人たちを見てみ

ると、やっぱり何かすごい強い興味があって、そのことをやり遂げたいとい

う強い思いがあって、努力し続ける力があって、それでグローバルに活躍す

る。その中でもう一度、世界の高みに達した中で日本のよさをまた発見して

いくだとか、精神性をもう一度自分で取り込んで、また高みに達していくと

いう、そういうことをやっているんだろうと思います。

最近、テレビ番組で「博士ちゃん」という番組を見ていつも感心するんで

すけれども、小・中学生が実は研究者顔負けの知識だとか表現力だとか発信

力を持っているわけです。これを見て、やっぱり一つ自信をつけるというこ

とが非常に大きな力を自分に備えさせるんだなということを改めて感じま

す。ボーダレスでいろんな人ときちっとした会話ができる、それは語学がで

きなくても会話ができることで、尊敬を集められる。この力というのは非常

に強い力で、やっぱり若いうちから一つ何か自分の自信になる軸となるもの

をしっかりつくるということが非常に大事なんだろうと思います。

だんだん企業も今、会社の業績向上ということが非常に大きな命題であり

ますけれども、その目標達成のために多国籍で取り組んで対応をしているわ

けです。多国籍の人たちを取り入れて企業活動を行っているわけですけれど

も、そういった中でもいろんな奮闘があります。そういった考え方や経験を

企業の方たちに聞くのも高校教育に生かせる道ではないかなと思ったりもし

ます。

私からは以上です。
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坪 井 委 員： ありがとうございました。

坪井さん、どうぞ。

矢 野 委 員 長： 私自身は、高校生以下の今の子どもたち、そんなに内に籠もって内向きな

ことしか考えていない、世界というものが視野に入っていなくて外へ出てい

かないというような子どもたちではないという感覚があります。私が子ども

の頃と今の子どもたちと全く社会環境が違っていて、まずインターネットの

世界で生きていますから、そもそも国を超えて何かコミュニケーションをと

るというようなことに対する抵抗感はあまりないのではないかと思っていま

す。そういう中で、実際に自分の体で海外へ出ていく人が少なくなっている

としたら、そういうチャンスを家庭なり学校なり社会なりというものが与え

ていない、チャンスを作り切れていないのかもしれないと思いました。

先ほど加藤委員がおっしゃっていた、学校に１人ずつ留学生がいると子ど

もたちが変わるというようなお話は、その通りだと思いました。例えばスポ

ーツ界などで１人ヒーローが出ると、すごくその競技の裾野が広がるとか、

将棋の藤井聡太君が１人出てくると将棋をやろうとする子どもが増えてくる

というふうに、自分たちとは違うレベルの人の存在を知るということが、周

りに与える影響というのは大きいのではないかと思いますし、やはり大人が

そういう環境をつくっていくというのも大事だと思いました。

佐野美術館では、入館協約校といって、近隣の高校生が全員無料で入れる

協約を結んでいるんですけれども、その学校の生徒が全員来るかというとそ

うでもない。来ないということは、生徒が来たいと思っているかどうかより

も、学校があまりそういうチャンスをうまく生徒に伝え切れていないという

こともあるのかなと思っています。その意味では子どもたちの資質以上に大

人がそういう場をつくっていくということが大事かなと思いました。

山 浦 委 員： 私は、公立の小・中・高のいろんな学校で地域と学校をつないだりですと

か、子どもと大人をつないでいるんですけれども、職場体験先というのも開

拓しておりまして、すごくチャンスは近くにあるなといつも思っています。

クラスに大体１人か２人は外国にルーツのある子がいますし、職場体験で開

拓する先にも、例えばベトナムの方とかブラジルの方とかフィリピンの方が

たくさんいらっしゃる。また、近所で自転車でたくさんの外国の方が通りか

かったりするとき、いつもとても元気に挨拶をしてくださいますね。そうい

ったお互いに交流したり理解したりということが本当はすごく身近でやれる

と思っています。

ブラジル人学校というのが県内にありまして、浜松にも３校、磐田に１校、

それで東部の方にもありまして、論点２の方にもなるんですけれども、参考

資料の69ページの外国にルーツを持つ子の活躍支援というところで、ブラジ

ル人学校の子どもたちのキャリア支援という部分で、国際交流協会さんと一
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緒にブラジル人学校さんの子どもたちのキャリア支援を少し御一緒させてい

ただくことがありました。これは数年前にブラジル人学校さんの職場体験と

いうのを独自にそこの日本語の先生と一緒にやったことがあるんですけれど

も、ブラジル人学校と公立の学校というのは本当に分断されていると感じま

した。それぞれの学校がこんなに近くにあるんだから、もっと交流すればい

いとすごく思いました。

ブラジル人学校の子たちも職場体験で外に出ようよと言ったときに、最初

は怖いというのもあるのか、えーっという感じだったんですけれども、実際

現場に出て日本の企業で職場体験をしてみたところ、やっぱり楽しい、もっ

と日本語を話したいということになって、日本語検定の試験を受けたいとい

う子が11人中10人も出てきて、もう一人の子も受けたいと言っていないけど

実はすごく勉強していたということを後から聞きました。やっぱり現場に出

ることが大事だなと思いまして、それには論点１の日本の伝統文化を理解し

た上で国際的な感覚や視点を持ってとありますけれども、日本の伝統文化を

理解しようって思っていても、なかなか中にいると魅力が分からないので、

出てみることがすごく大事かなと思います。なるべくアウェーに出た方がい

いのではと思いますので、それぞれの学校でうまく交流ができるようになれ

ば、それぞれの文化をプレゼンできるような機会がつくれないかなと思って

います。

もう一点、今、静岡産業大学で冠講座といいまして、いろいろな企業様の

冠がついた授業がありまして、昨年度からジュビロさんの講座というのをコ

ーディネートしているんですけれども、今年学生さんの中にブラジルの子が

いまして、ブラジル人の市民の皆さんになるべく多くヤマハスタジアムに足

を運んでもらうという企画を今しております。

その中で、そのブラジル人の男の子、日本語は流暢にしゃべれるんですけ

れども、実際にブラジルの料理をジュビロのスタジアムに運ぼうといったと

きに、電話でやり取りしてもらったんです。そうしたら、ほかの学生さんた

ちがポルトガル語を流暢にしゃべって電話で交渉している姿を見て、かっこ

いいというふうになりまして、こんな身近にこんなにいい教材があるんだな

とすごく思いましたので、せっかく、特に西部の方はブラジル人の方を中心

としたいろいろな外国人の方がいらっしゃるので、この方たちとの交流で、

まさしくグローカルということが体験できると思っております。以上です。

矢 野 委 員 長： ありがとうございます。

論点２の方に関連するお話も大分出てきましたので、お話が限りがないと

思いますが、論点２の方に移ります。論点１についてもまた御意見があれば、

戻って御発言いただいても結構です。

外国にルーツを持つ県民や児童・生徒の心、実態に応じた教育の充実、方

策ということですね、子どもたちの交流も含めてどうすればいいかというこ

とでありますが、どうぞ、また御自由に発言をお願いします。
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マリさん、手を挙げられましたか。

じゃあ、マリさん、お願いします。

クリスティーヌ委員： 外国にルーツを持つ子どもという視点で話させていただきます。

私、孫がアメリカから先週帰ってきました。それで、孫たちはアメリカの

学校に今行っていまして、アメリカではいろいろ大変なこともあったようで

す。外国にルーツを持つ子どもたちがアメリカに行ったという状況だったん

ですけれども、学校がとてもインターナショナルな学校なので、いろんな国

の文化、スポーツであったり、食べ物であったり、文化全般的について常に

発表させる授業があるんですね。ですから浴衣を送ってあげたりお箸を送っ

てあげたりいろんなことをしました。子どもたちが英語で自分たちの日本の

文化、富士山のこととか桜のこととか、そういうものを発表することで、お

互い自慢し合うそうです。

先ほど話題にあったように、日本の学校に１人だけでも外国にルーツを持

つ子どもたちが入ると、やっぱり彼らの誇り、プライド、そしてself-esteem

というものも学校の中で育ててあげなければいけないのと、先ほどお話があ

りましたように、ポルトガル語でお話をされたことで周りの人たちも、ああ、

この子は外国の言葉しゃべれるんだということで、お互いを尊重し合う教育

がすごく重要だと思います。

私の子どもたちが小さかったときに、日本の学校に行っていた子をアメリ

カに行かせるときに、日本から来る子どもが１か月夏休みの間来るけれども、

アメリカはまだ夏休みじゃないので、そうすると、うちの子どもに合わせて

くれてジャパンスタディウイークというのを作ってくれました。それで航空

会社とかいろんなところから日本のポスターを先生がもらってきて、学校中

に富士山のポスターを貼って、子どもたちに日本の文化の話をしながら富士

山の絵を描かせたり、また日本風な鳥居を書かせたり、日本の子どもたちを

迎えてくれました。お礼に子どもたちが向こうの子どもたちに折り紙の折り

方を教えたりしました。ですからアメリカの学校はチャンスを活用するのが

非常に得意なんですね。日本の中でも外国から来られている子どもたちを先

生方が上手に自分の授業の中に組み込める、やはりイマジネーションを持っ

ていただかないとと思います。もちろんやらなくてはならない授業もあると

思いますが、同じ授業をやりながらでもやろうと思えばできるわけなんです

ね。やはりこれが言っている少数の子どもが入ってきたときに、その子が誇

りが持てたり、たたえていただけるとなると、お互いにとってプラスになる

と思うんです。

もう一つ、私、静岡県はスポーツ・文化に非常に力を入れているのは大事

だと思っているんですけれども、孫たちが行っている学校に、スポーツ選手

たちがたくさんいるんですね、ゴルフもテニスも何事も全部。学校に授業を

スポーツ授業として毎回有名な先生が来られて、例えばゴルフクラブのシャ

フトの呼び方とか、これはクラブのヘッドだとか、グリップはこうだとかい
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って、それを幼稚園の子どもたちに教えているんですね。そして、授業でや

るスポーツを２つ決めるので、何をやりたいのかを選んでくださいと。そう

すると魅力のある先生のところに子どもたちは集まってしまうけれども、調

整してうまく分配することで、子どもたちが自分がやりたいスポーツに、小

さいときから触れることができ、成長していった時にちゃんとした予備知識

を持った形でスポーツに参加できるので、それが非常に私は静岡県だったら

できそうな感じがするので、是非そういうことも学校の中で取り組んでいた

だけたらいいなと思いました。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。大変興味深いお話をありがとうございます。

はい、どうぞ、宮城さん。

宮 城 委 員： さっきちょっと僕、言い方が大ざっぱだったので、その補足も含めて申し

上げたいと思うんですが、僕は、まず日本の伝統文化を理解した上で国際的

な感覚や視点を持ってという、この順番が実はなかなか難しいと正直思って

います。さっき佐々木委員からもお話があったように、自分の高校時代を振

り返ると、あまりグローカルとかいう発想もなく、むしろどちらかというと

異なるものの方にまず興味を持っていったという、それは全く普通だと思い

ます。高校生ぐらいであれば、自分が今まで何となく当たり前に持っている

もの以外のものにまず興味を持つ、これが普通の順番じゃないでしょうか。

そのときに、あまりこの日本の伝統文化を理解した上でということを、これ

を先にしてしまうと、さっき僕が申し上げたことなんですが、非常に薄っぺ

らな、これは日本にしかないよという、この薄っぺらなものばかりを押しつ

けるようなことになりかねない。

僕の世代の反省としては、これは日本のお家芸だと僕が成長する途中で非

常に強く言われていたものが、この10年ぐらいでほとんどなくなっていくわ

けですよね。まねできちゃうということが分かる。追い抜かれたりもする。

そのときに今の日本の現役世代というかが自信を失ってしまったわけですか

ら、その日本のお家芸だと言われていたことは結構薄っぺらだった。

じゃあ、本当に日本的なものというのは何なんだろうということを知るた

めには、自分たち以外のことを知らないと分からないですよね。自分たち以

外のものを知って初めて、本当に日本的だと気付く。例えばインドの仏教、

中国の仏教と比べて日本の仏教がこうなっていると気づいたときに初めて、

そこには日本的なバックグラウンドが浸透したからこのような仏教の変容が

起こったんだということがやっと分かるわけであって、というわけで、僕は

高校生ぐらいのときにあまり日本の伝統文化どうとこうというのを先に出さ

ない方がいいんじゃないかというふうに思っていて、むしろ違うものと出会

うことのそのわくわくを大事にしたらどうかと。

それで、さっきからお話があるように、自分のクラスにバックグラウンド

が違う生徒がいる、あるいは自分の学校のすぐそばにバックグラウンドの違
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う生徒たちがいる、このことを上手に先生が活用できれば、特に高校生ぐら

いの世代であれば、こんな違うものがあるんだ、知りたいなと思って、その

知りたいなの先に、最終的には、こういうところが日本独自なんだなと気が

付いていくんじゃないか。

それで、じゃあ僕が日本独自のものというのは本当に何なんだと考えてい

るかと、その結論を先に申し上げてしまうと、結局日本語と日本の気候風土

だと僕は思っています。日本語及び日本の気候風土。例えば仏教という思想

が入ってきても、漢訳仏典が入ってきても、日本語と日本の気候風土によっ

て変容が起こる。じゃあ日本の気候と日本の言語をいつ身につけるのか、こ

れはむしろ高校生よりもっと前の時点での教育、あるいは環境が大事ではな

いか。だから、小さいうちに日本語をちゃんと学ぶべきではないかというこ

とと、日本の気候風土を存分に浴びるべきではないか、というのが僕の今の

考えです。以上です。

矢 野 委 員 長： ありがとうございます。

はい、飯塚さん、どうぞ。

飯 塚 委 員： ありがとうございます。

宮城さんのお話と少し似ているんですけれども、自分の国で外国語を学ぶ

人と、その言葉を現地で学ぶ人と少し違って、日本で英語を勉強してしゃべ

る人と現地で英語を学んでしゃべる人、それは先ほど言ったように異文化の

人たちと一緒にいる中で英語を覚えた人と語学のみ覚えた人というのはかな

り違うものがあって、留学生の受入れもすごくすばらしいと思っていて、先

ほどの公立高校にも１人ずつというところもすごくいいなと思っていて、そ

ういった人がいる中で英語を学ぶこと、そしてその人たちとまたコミュニケ

ーションを取りたいという子どもたちも増えてくると思いますし、外国人の

受入れの準備も生徒たちができると、そういう人たちが来る中で勉強すると

いうイメージを自分たちがすることができるというのもグローカル化のスタ

ートになると思います。藤田さんがおっしゃったように、自分が実際親の関

係だったり自分が実際見て変わった方ってたくさんいらっしゃると思うの

で、それが行くこともなく自分の生まれたところで勉強することで海外に興

味を持ってもらうということに対しても外国人の方を呼ぶということはすご

くいいと思います。そして、その自分の生まれ育った土地の教育を経て、今

の子どもたちが静岡県ってどんな県なんだろうということを日本の前に静岡

県ってどんな所なんだろうと静岡の子どもたちが発信するときに、もちろん

特産物だったり自然だったり文化だったりもあるんですけど、それに加えて

教育も子どもたちが認識をして周りに伝えられるということ、それは静岡に

来るとグローバル化の教育をされていると。実際みんな教室にこんな人がい

て、こんなコミュニケーションを取れたりとか、静岡県に来るとこんな人に

なれるよと、それを子どもたちが認識をして外に伝えることができると、も
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っと静岡県の魅力に加速がつくのではないかと思うので、こういった受入れ

をし続けることが最終的に海外からの受入れもしやすくなる、現地の環境も

整うかなと思っております。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

はい、森谷さんどうぞ。

森 谷 委 員： ありがとうございます。

先ほど監督から日本語の話が出まして、実は今日それを伝えたいなと思っ

ていたのと全く同感であります。武道と茶道のことは特化して書いてあった

んですけど、やはり基本は日本語なので、日本語に関する何か取組というの

は必要かなと思っています。

高校生と今関わっているんですけど、授業の中で一番無駄と思われるのは

古典だとみんな言うんですね。古典は絶対もう使わないから要らないと。み

んな口をそろえてそれを言います。ということは、日本語の美しさとか響き

のよさとか、何かそういったものを学校の中で堪能できてないんだなと思う

んです。

国語、日本の表現の美しさが分かってくると、そのやっぱり日本文化の根

源って日本語なんで、ほかのものもつるつると伝わるようになっているんで、

やはり何といっても古典を含めた言語教育かなと思っています。

それからもう一つは、グローバル化というのはどうしてもついつい留学す

ると思ってしまうかもしれないんですけど、私は大学が筑波大だったんです

けれども、多分国立大の中で一番留学生が多い大学でした。私の日本画の教

室の中は、日本画教室なのに半分以上外国で、公用語が中国語でした。台湾

と中国の人が本当にいっぱいいたり、バングラデシュ等からも来ていて、日

本にいながらにしてつながれたというのがすごい筑波にいてよかったなと思

います。その当時の体験から、日本でなければできないことがあるとすごく

思い知って、例えば台湾と中国の人が仲よく話すって日本だからできること

であって、日本の立ち位置とか役割というのはそこで本当に痛感して、いろ

んな生の声を聞けて、今もユネスコに関わっているのはそのときスイッチが

入ったからです。

ですから、私のイメージとしては、もちろん留学も大事ですけれども、静

岡にいながらにしていろんな留学生とつながれるという場がもっとあってい

いかなと思っていて、先ほど加藤委員から１人留学生がいるだけで変わると

いうのも本当にそのとおりで、本当に世界が変わっていく。だけど、例えば

静岡に来ている留学生の子たちが日本人も含めて割と定期的に会えるような

場があれば、留学生の子たちも日本に来てよかったと思えますし、日本人の

子たちもそこでまた考えが変わるし、そこでディベートができたり、発言が

できたり、助け合いができたり、母国に帰ってからもつながれるネットワー

クができたりというのがあるといいとすごく思います。そこでまた、先ほど
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も言った日本文化ってやはり精神性の高いものがあるので、それを今まで言

語化してこなかったので、それをちゃんと、こういう文化があるよとか、例

えば武道だったら勝ってガッツポーズしないのは何でとか、ちゃんと伝えら

れたり、お茶だったら茶室がどうしてこんなに小さいのと、どうしてこんな

質素なのか、それも伝えられて、こういう文化があって、こういう精神でこ

ういう世界があるというのをお土産で持たせてあげられる。そういう充実し

た環境があれば、先ほど飯塚さんがおっしゃったように、何か留学生に対し

て吸引力のある静岡になるとか、留学するなら静岡に行こうみたいになって

いくんじゃないかなと思います。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

宮城さんと森谷さんから日本語の大事さという御指摘がありました。本当

に私も同感です。それはやっぱり読書というものにつながっていくと思うん

ですね。今年度は、是非読書の問題を取り上げて議論したいと思います。呼

吸法については皆さんの御提案がこれから具体化しようとしておりますの

で、それも見守りたいと思いますけど、読書、つまり日本語ですね、私も国

際ビジネスに関りましたが、流ちょうな英語なんてどんなにしたってできな

いですね。でも日本語で考えてこうだというふうに頭が整理できますと、そ

れに伴って英語でも出てくるんですね。出てくるって、まあ辞書を調べなけ

ればいけませんが、通じるんですよ全部ね。

日本から何かを買おうという人たちが来た場合には、こっちで話すことは

どれほどつたなくても向こうの人は真剣に正解を求めて聞いてきますね。こ

っちから何か買おうというときは、向こうはいろいろ魂胆がありますから、

よっぽどちゃんと話しないと伝わらない、そういうもんなんですよ。一種の

人間関係なんです。でも、一番のもとは日本語でどこまで自分を鍛えるかの

問題に帰するのもだと思います。それが哲学とか音楽とか絵画とか、あるい

はより高遠な世界になるとその語彙が全然ないために大変困りますが、それ

も努力すれば何とかなると思います。

本当に日本語の問題、それにつながる読書の問題、これは取り上げてみた

いと思いますね。今日はちょっとほかのテーマもありますので、お二方から

問題提起があったことを申し上げるにとどめます。

加藤さん、どうぞ。

加藤（暁）委員： 今の国語の問題に関係して、英語の問題というのもあると思うんですけれ

ども、これは日本人の生徒がいかに英語を勉強するかということだと思いま

す。これもすごく大きな問題だと思っていて、コミュニケーション能力じゃ

ないかなと思うんですね。よく私も思うんですが、いわゆる英語をいかに文

法的に正しく表現するかということもさることながら、それよりもいかに中

身のあることを英語で伝えるかということなのかなと思うんですが、やはり

伝える内容がなければ相手には伝わらないわけです。そこら辺のところが今
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の日本の英語教育には欠けているかなあと。何かモチベーションが上がらな

いというか。英語の先生いらっしゃったら申し訳ないんですけど。

だから、私はいつも生徒というか高校生たちが来たら、自分の好きなこと、

例えば自分が陸上競技だったら陸上競技とか、例えばサッカーとか、それか

らあとファッションとか、そういう興味のあるものを例えば英語の雑誌とか

をネットで検索していけば、自分の興味のあることだったらこの単語は何だ

ろうと、とことんさっきの問題じゃないんですけれども調べると思うんです

よね。ですから、そういうことも教えていかなくてはいけないのかなと思い

ます。

それと、全然違うことなんですが、資料の53ページにあるこの県立ふじの

くに中学校（夜間中学）のことが資料にも書いてありますが、全く門外漢で

よく分かっていないんですが、授業の時間が午後５時15分から８時45分とあ

るんですが、どのぐらいの人たちが、また幾つぐらいの人たちがこれに通っ

ているのかなという疑問を持ちました。今まで中学で勉強できなかった人が、

ここで勉強して修了証書をもらうということはすごい大事で、これによって

多分就職とかにもつながっていくと思うんですけれども、そもそもアルバイ

トとかしていると５時15分とかに行けるのかとか、それとかあと土・日も授

業はないですよね。なので、これは多分学校の先生たちのことを考えてこう

いう時間帯になっているのかなという気もしないではないですけれども、そ

こら辺のところが疑問があります。

もう一個ですね、うちの娘が都立国際高校というところを卒業したんです

けれども、そこは大体いつも20か国ぐらいの子が通っていたんですが、必ず

入学式とか卒業式にはＰＴＡの方でもお願いして、その来た子たちの全部の

国の旗を掲げるようにしたんですね。ルーツってすごい大事なので、日本の

学校ってやっぱり日の丸だけなんで、参加している通学している高校のその

子たちのやっぱり旗を掲揚して、アイデンティティー、あなたたちはすばら

しい国から来たねとか、そういうルーツがあるんだというのを、入学したと

きとか卒業したときに自分のルーツを誇りに思えればいいんのではないかと

思うので、そういうことも提案させていただきます。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

夜間中学はまだ始まったばかりなんですけど、どんな状況か教育委員会の

事務局の方からお話ししていただけますか。

事 務 局： 教育委員会でございます。

夜間中学、今年度第１期生を受け入れたところでございまして、まず人数

の方でございますけれども、全体で14名の入学生を受け入れてございます。

磐田と三島の方に本校と分教室を持っておりまして、磐田が９名、三島が５

名という状況でございます。

この中学校は、夜間中学校は何らかの理由で義務教育が十分に受けられな
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かった方、今中学校にこの学齢で15歳まで通える子ではなく、この学齢を過

ぎた方ですね、中学校を何らかの形で形式的に卒業したりとかで、16歳以降

の方が改めてこの夜間中学校で学び直しをできるという学校を県として用意

をしたところでございます。

年齢なんですけれども16歳以降ということなんですが、16歳から19歳まで

の方が一番多い年齢層でございますけれども、40代の方、また70代の方も学

び直しということで現在通学をいただいております。

また、外国籍の方がやはり多いということで半数以上、７割、８割程度は

外国籍の方という状況になってございます。以上でございます。

矢 野 委 員 長： 授業時間は、支障なく運営されているんでしょうか。

事 務 局： まだ手探りの状況ですけれども、５時15分からということで、１日40分授

業を４コマ開始をしてございますけれども、現時点では何か支障があるとい

うことは聞いてはございません。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

よろしいですか。

ほかにいかがでしょうか。

それじゃあ高畑さん先に、それから内藤さん。

高 畑 委 員： ありがとうございます。高畑です。

論点２に関して、私からもお話しさせていただきたく思います。

外国籍の県民が10万人ということで、外国ルーツの子どもがたくさんいる

静岡県です。外国ルーツの子どもたちは、おそらく生活世界が２つに分かれ

ていると思います。１つが、日本の学校、つまり静岡の学校に保育園からず

っと通って、そこになじんで育つ子たちがいます。例えば、県立大学で卒業

生の方からの寄附により2019年度から、外国ルーツの新入生に入学祝い金を

出すという制度があり、その申請者数は毎年増えております。今年度は特に

増えました。ですので、全く日本語ネイティブの家庭で育った子と変わらず

に日本語を習得して学校教育を受け、入試を経て入学する学生さんたちがい

ます。

一方、静岡県内には南米系の外国人学校があります。そこに在籍している

子どもの数はおよそ1,000人です。南米系の外国人学校では教育言語がポルト

ガル語ですので、日本に住んでいながらずっとポルトガル語の生活で、静岡

に住んでいても、彼らのコミュニティの中で暮らしている、日本の学校に通

う子どもと南米系の学校に通う子どもとが２つ生活世界に分かれていると思

います。

まず、日本の学校に通っている外国人の生徒さんでも、資料の60ページの

表を見ますと、合計820人中、定時制・通信制が319人ということで、約４割
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が定時制に通っています。全日制への入学がまだ難しいということでしょう

し、定時制に通っている生徒さんたちの多さが目を引きます。定時制高校で

は、資料の61ページの課題でも書かれていましたが、先生の少なさもあって

十分な対応が難しいとありますの。この点は、小委員会で取り組んでおりま

す困難を抱える高校生の中に含まれるのが外国ルーツの生徒ですので、定時

制に通っている生徒さんたちの進路や就職支援なども含めて、サポートして

いく必要があると思います。

次に、外国人学校にずっと通っている生徒さんにとっては、やはり日本語

の習得が大事なのは確かで、現実には「日本語の壁が全ての壁」のようにな

ってしまっていると思います。これを打開するためには、スポーツと芸術の

ポテンシャルは高いと思っています。私は11年前からブラジル人学校の先生

と連携して、毎月１回、私のゼミ生がブラジル人学校にお邪魔して日本語の

会話の練習相手になるという活動をしてきました。学校の施設や提供できる

科目には限りがあり、スポーツや芸術や食育等も、なかなか行き届かないと

ころがあるようです。これを補うように、各分野の指導者を派遣したり、ク

ラブ活動に協力するといった形で、プロの方がその学校の中に入って指導す

る機会が年に１回でもあれば、そこから子どもたちが地元の武道の道場に通

ってみるとか、クラブチームに入るとか、よい意味での「外の世界への流れ」

が出てくるのではないかと思っています。御検討いただければと思います。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

それでは、内藤さん、どうぞ。

内 藤 委 員： 論点２の肝は、やはり外国にルーツを持つ子たちが学び、進路を決め、そ

して働きながら豊かな生活を送っていけるという道筋をどうつくっていくか

ということだと思うんですね。ちょうど今、高畑委員がおっしゃったことと

すごく重なるんですけど、冒頭、本校に今８か国21名の子たちがいるという

話をしたんですが、その子たちは全く問題ないです。それは、家庭環境だっ

たりいろいろな要素がその子たちに日本への順応ということを有利に働いて

いるんじゃないかなと思います。

実は、なかなか日本に溶け込んでいけない方たち、子どもたちの情報って

正直つかみ切れていないところがあると思います。そこって、事細かにつま

びらかにとは思わないんですけど、そこをもう少し地域全体で共有化してい

かないと、なかなかこの問題って解決の方向に向かわないんじゃないかなと

思うんですよ。私も学校というか教育の場に身を置きながら、正直なところ

あまり情報を持っていません。何とかその辺から手をつけていくことが大切

ではないかなと、話をお伺いしながら感じました。以上です。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

皆さんまだまだたくさん御意見があると思うんですが、もう一つ皆さんに
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御報告しなくてはならないテーマがありますので、そちらの方に移らせてい

ただきます。

今まで皆さんから伺った意見については、総合教育会議で私から報告をさ

せていただくつもりです。

それから静岡県立高校の在り方に関する基本計画の策定でありますが、こ

れについて事務局から簡単に説明をお願いします。

事 務 局： それではよろしくお願いいたします。

資料の５、７ページの方を御覧ください。

「静岡県立高等学校の在り方に関する基本計画」の策定というタイトルに

なっています。

昨年、県立高校の在り方につきまして基本方針を策定しているという状況

につきまして御報告させていただきました。出来上がったものが９ページ以

降、13ページ、14ページまでございますので、こちらの方はまた御確認いた

だければと思います。

どんな内容が書いてあるかといいますと、大ざっぱに言いますと、７ペー

ジで構成案（イメージ）、基本方針で検討という太字で囲んだ部分にあります

けれども、学びの変革、地域との連携、教育基盤の確立という３つの柱に基

づきまして、その記載のポイントであるような取組を進めていくというよう

なことを記載しております。ただ、実際に進めていくに当たりまして、この

記載のポイントというところだけではかなり大ざっぱですので、このページ、

２のところにございますとおり、基本方針に基づき、より具体的な記載とし

て基本計画を今年度策定してまいります。

また、各地域、現在、賀茂と沼津と小笠で地域協議会を進めており、各地

域ごとの高校の在り方を検討しておりますけれども、こちらの方でもこちら

の計画の内容を参考としてまいります。

８ページの方に行きまして、策定の進め方というところでございますけれ

ども、特に小委員会の議論の内容とこちらの内容につきましては具体的に重

なってくる部分がございますので、お互いに情報共有させていただきながら

歩調を合わせて取り組む内容を検討させていただければと思っております。

また、今年度につきましても実践委員会、総合教育会議で状況につきまし

て、内容につきまして御報告をさせていただければと思っております。

委員構成及びスケジュールは、こちらのとおりでございます。

簡単ですが、説明は以上でございます。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

高畑さんも小委員会でいろいろと論議なさっていますから、いろいろ連携

してどうぞ進めていただきたいと思います。

特に皆様から御意見があればお伺いしたいと思いますが、いかがでしょう

か。
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内 藤 委 員： 高校の件についてです。

矢 野 委 員 長： はい。

内 藤 委 員： 高校に身を置きますので、「静岡県立高等学校の在り方」については、その

県立の「立」という文字を外して、「静岡県高等学校の在り方」として本当に

考えていかなくてはいけないということは、もう間違いなく生徒数が減るわ

けですから、10年後に受検者層が３分の２になるわけですので、公私関係な

く公私の連携というのは欠かせないと思っています。

そういう中で、別に私は私立の代表ではありませんが、私立は知事の認可

事項である定員をちゃんと守っていくということがまずあって、それで全体

の中でどういう存在でいるのかということを考えていかなくてはいけないと

思いますし、公立はすごく特色を出すためにいろいろな動きを取られている

というのは傍目で見ていても感じるんですけれども、これは毎回私が言って

いますが、やはり校長先生の異動があまり頻繁にあると変わるものも変わら

ないとずっと思っています。なので、何かそういうところに手を入れられる

ことができるのかなって、そういうことも一体として県の高校全体でうまく

考えていけたらいいんじゃないかなと思っています。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

今、この策定委員会などを通じていろいろ論議がなされていくと思います

が、広い視点からの議論も必要だと考えております。

もう時間が押し迫ってまいりましたので、大変中途半端になったかもしれ

ません、申し訳ございませんが、皆様からいただいた意見は今後、議論の参

考として事務局としても記録して、そして今後の議論の参考に供したいとい

うふうに思います。

では、終わりに当たりまして知事から一言お願いいたします。

川 勝 知 事： どうも、今日も活発な御提言、また御意見賜りましてありがとうございま

した。

冒頭、矢野委員長の方から、できることから始めようということで、今日

は加藤さんが、この海外の高校生を受け入れる、交換するその組織の理事長

になられたときから一貫して言われておりまして、まだ実現できていないの

で大変恥ずかしいと思っております。ですから今日、具体的に、教育委員会

は県立高校を所管しておりますので、内藤先生のところも既に20名以上いら

っしゃるということなんですが、県立高校は原則お一人ですね、受け入れる

ことができるかどうか、一歩踏み出してもらったらどうかなということは、

飯塚さんやほかの方も賛成意見が出ておりましたので、この自分が何かとい

うのは違うものに接しないと自分が分かりませんのでね。
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それから日本というのは海に囲まれたというのは、これはもうやめた方が

いいと思います。海に開かれたというのがいいと。日本の島の数がこれまで

6,800だと言われていたのが今１万四千幾らになったということで、これは最

近国土地理院が発表したんですけれども、島国、要するに海に開かれている

わけですね。今、静岡県には127か国、10万弱の外国人の人がいらっしゃいま

す。大事なことは、お互いに平和で生活ができるということですね。ですか

ら一切差別をしないということです。それは相手を尊重するということでご

ざいますので、平和というのはもう本当に大切なことだと。

これをどうしていくのか難しいんですけれども、このところ日本の大河ド

ラマも家康さんというか徳川時代に比較的集中しています。ですから、この

戦国という、言ってみれば日本というのが仮に世界とすれば、それを平和に

したわけですね、それで270年続いたわけですよ。ですから、そういうのがこ

こから富士山と関わっています。

やはり富士山に感化されて家康という少年は大きくなって、横で富士山を仰

ぎ見ながらここで亡くなられたわけでありますから、そういうことを上手にや

っていくと歴史も、それから地元のこともローカルなことが分かると同時に、

やはりその当時、ヨーロッパは戦争ばかりやっていたわけですから、いわゆる

宗教戦争をやっていたわけです。いわゆる30年戦争というやつです。新教と旧

教に分かれてお互い殺し合っていたわけです。もうルールがありません。そし

て、ルールができるのは1648年のことですから、ですからそういう国際法のル

ールもないままやっていたわけです。ですから、なぜ向こうはやっていて、こ

っちは平和になったのかということを上手に学校の先生が歴史の授業等のと

きに言われると、うまく聞けるんじゃないかと思ったりしました。

ともかくこれはちょっといろんなアイデアが出ましたので、それは置きま

して、海外から優秀な、選ばれた2000分の２というんですよね、パキスタン

ですか、そういう人たちが来てくれるなら諸手を挙げて歓迎したらどうかと。

食事とか、それからホームステイをすると。それから国際寮という言い方は

やめてもらいたいと思いますね。県外から来ている人はやっぱり大変なんで

すよ、住居が。ですから県内から通う以外の人は外国人も、それから日本人

の方も、沖縄から来ているとか日本海側から来ているとか、誰も差別しない

と。そこでの共通語は、恐らく英語よりも日本語になるんじゃないでしょう

かね。その日本語の中心は寮にいる日本人の秋田弁になったりずうずう弁に

なるかもしれませんけれども、そういうものになるんじゃないでしょうかね。

そういうこととして一切差別をしない。ただし、違いますので区別はされた

ようですね、もう宗教も違うとか、肌の色が違うとか、食べ物が違うとか、

これがおもしろい、楽しめるというふうにしなくてはいかんということで、

大きなことが分かっているわけですが、どういうふうに始めるかということ

で、総合教育会議で言えるのは、この留学生を加藤さんの力を借りてしばら

くやってみるということは具体的な課題としてできるんじゃないかと、私は

ほかの意見の中で、これは次やってみようかなと思ったことの一つでありま
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す。ありがとうございました。

矢 野 委 員 長： ありがとうございました。

皆さんの御意見はまとめまして、総合教育会議で報告いたします。

今日は、どうも長時間ありがとうございました。

以上で議事は終了しますので、事務局にバトンタッチします。

事 務 局： 長時間にわたりましてありがとうございました。

次の第２回の実践委員会につきましては、９月19日火曜日午後１時半から

の開催を予定しております。詳細につきましては改めて事務局から御連絡を

いたしますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、以上をもちまして令和５年度第１回地域自立のための「人づく

り・学校づくり」実践委員会を終了いたします。ありがとうございました。


